令和二年度を振り返って
竹内　巌
令和二年度は、マスク不足、消毒液不足等、資材不足に右往左往で始まったと記憶しています。障がい者施設でもクラスターが発生し、危機感が募るばかりでした。そのような中、国や県、市から感染防止対策用品を支給していただき、徐々に体制を整えていきました。到着した時は、利用者、職員とても有難い思いでいたことを覚えています。年間を通して発熱された方が複数いらっしゃいました。発熱は急に起こるため、その対応に迅速性や多岐に渡る配慮事項があり、関係機関には多大なご協力をいただき大変感謝しております。幸いなことに感染された方はいらっしゃいませんでしたが、新型肺炎ではなく体調の悪化が見られた方や、入院にいたる方もいらっしゃり、加齢に伴う様々な体調の変化が顕著になってきたとも感じています。地域で生きていくということは、様々な人々に支えられ、多くのインフラを利用し、様々なリスクも含めて成り立つものであると改めて気づかせてもらいました。
　ショートステイは、三密回避の為やむなくお断りせざるを得ませんでした。『令和二年度より新規に利用したい』という声や、『令和元年度よりも利用日数を増やしたい』という要望も頂いていましたので、どのような思いでおられるか、ご家族の方々はどうなさっているか、想像以上であったと思います。
　地域との交流においては、夏祭りが中止になる等、その機会が希薄になってしまい、これからまた少しずつ積み重ねていく必要があると感じています。　
そして、そのような中でも自然災害は待ってくれませんでした。台風10号接近時、慌てて養生テープを買いに走りましたが、駐車場に近寄れない程の大渋滞が起こっていました。日頃の備え、心構えの大事さを昨年度も痛感しました。
　ワクチン接種がスピードアップしている現在、今後どのように状況が変化していくかまだ見通せませんが、令和二年度に得たことを糧に取り組んでいきたいと考えております。

